
第５８０回  放送番組審議会  

 

１．日 時  2021年 12月 21日（火）  午後 4 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室  

 

３．委 員 総 数   9名 

出 席 委 員    8名 

 委 員 長 

副 委 員 長 

 佐藤 健志 

加藤 千晶 

 委 員 

 委 員 

 委 員 

 前田 千香子 

越沼 洋一 

緑川 智恵子 

 委 員  林  英彰 

 委 員  岩山 徹 

 委 員  久保 公人 

 

欠 席 委 員   1名    

委員  蛎﨑 奈津子 

 

社側出席者       

榧野 信治 （代表取締役社長） 

畑山 篤 （常務取締役 報道制作・編成担当） 

池田 学 （常務取締役 経営企画局長 兼 技術局長） 

石川 亮 （取締役 営業・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業担当） 

遠藤 隆 （報道制作局報道特別プロデューサー） 

 

事 務 局  

       藤村 惠一 （編成局長兼編成部長） 



４．議 題 

１. 11月 20日(土)午後 4時 25 分～午後 4 時 55 分 
「ニュースプラス１特集  

   イーハトヴの 5 つのものがたり  その３  人生はガタゴト列車に乗って」 
2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意見 

・2021年自社制作単発番組一覧 

 

６．意    見 

 

【委 員 側 意 見】 

○（震災後）かなりインフラなどの整備は進んできたが、心の復興というところが少し取り残されてい
るという様な面もあるのではないかというところに着目した良い内容だったのではないかなと思う。 
 
〇番組が終わるころには、最初の場面を完全に忘れていて、これは釜石の話であるということで、冒頭
の賢治との繋がりってものをちょっと意識はしなかったところがあったと感じた。 
 
〇（番組序盤での）第九の入り方が場面としてはすごく感動的だが、唐突な感じがあった。２０１３年
の映像という字幕を見て理解できたが違和感があった。 
 

〇多くを説明せずとも映像や歌など、またインタビューに答える釜石市民の皆さんの表情からいろんな
ことを感じ取ることが出来た。 
 
〇釜石の文化が本当に高く素晴らしいものなのだと思ったし、それは市民の皆さんが長年大事にしてい
た誇りなのだと感じた。 
 
〇出演者のキャストについて、公募した方なのか、地元で演劇をされている方なのかなど、もう少し説
明があっても良かったと思った。 
 
【局 側 意 見】 

○痛恨の極みだが、子供さんの名前間違えてしまい、本当に自分自身本当に反省していて、お母さんに
本当に申し訳ないことをしたなと思っている。 
 
〇（市民ミュージカルに）どういう人達が出演しているのか、応募の仕方について指摘があったが、こ
れに関しては本当に説明不足だったと思う。 



 
〇釜石自体が戦争でやられて、その後も大震災でという形で何度もやられて、新日鉄釜石が去る事でま
たやられてという形でそこから何とか這い上がろうとしてきたという釜石の歴史とあのミュージカルと
マスさんの人生をシンクロさせられないかなという思いで作った。 
 
 
７． 審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  12 月 28 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 

https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation

